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本調査報告書は,東京電力新潟電子力発電所建設の計画用地内に係

る小丸山・嶽之尻・刈羽大平・浜岸の 4 遺跡について,昭和53年度

に国庫補助金を受けて新潟県教育委員会が調査主体となって実施した

遺跡確認調査の記録である。

本遺跡群の調査では,繩文時代後半から弥生時代,奈良から平安時

代にかけての遺跡の範囲と性格が把握され,砂丘地に郭ける遺跡の概

略を確認することができた。

なお,本調査に参加された調査員はもとより,多大の御協力・御援

助を賜わった柏崎市教育委員会・刈羽村教育委員会,計画から調査実

施に至るまで格別の御配慮を賜わった東京電力新潟原子力発電所建設

準備事務所,県農林部治山課,長岡林業事務所の各位に対し,ここに

深甚なる謝意を表する次第である。

序

昭和 54年3月

新潟県教育委員会

米委員長 山 市 郎



1.本調査報告書は新潟県柏崎市・刈羽郡刈羽村地内に所在する小丸山遺跡・嶽之尻

遺跡・刈羽大平遺跡・浜岸遺跡の遺跡確認調査の記録である。

2.本調査の目的は,東京電力新潟原子力発電所建設計画用地内において分布調査等

により発見されている4遺跡について,将来の開発計画に係る遺跡の取扱いと事前

協議の資料とするため,遺跡の範囲・包含層の状況・遺跡の性格などを把握するた

めに実施した。

3.本調査は国庫補助を受け新潟県教育委員会が調査主体となり,昭和脇年9月14日

例

から9月27日,昭和53年10月24日から10月28日までの期間実施したものである。

4.遺物の整理,遺構・遺物の実測,写真撮影及び挿図・図版などの作成は稲岡嘉

彰・藤巻正信があたった。

5.本報書の執筆は,分担執筆をし,文末に執筆者の氏名を明記した。

6.調査にあたり,参加者各位並びに柏崎市教育委員会・刈羽村教育委員会の御協力

を賜わった。また,東京電力新潟原子力発電所建設準備事務所・県士木部治山課・

長岡林業事務所から種々の御配慮を賜わった。挿図作成に当り東京電力地質調査資

料を使用させていただい九。

フ.本報告書を作成するに当り,寺村光晴和洋女子大学教授の調査レポートを参考に

させていただい九。また,宇佐見篤美・品田定平・岡本郁栄の諸氏から種々の御指

導と助言を賜わった。

8.試掘確認調査に邪ける出士遺物は一括して,新潟県教育委員会が保存・管理をし

ている。

言
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1.確認調査に至る経緯

東京電力株式会社の新潟県における原子力発電所建設の計画は昭和"年9月,新聞発表がな

され同年現地に建設準備事務所が開設された。建設計画用地は柏崎市・刈羽郡刈羽村にまたが

る荒浜砂丘丘陵地に位置し,面積は約480万',最終供給電力量800万KWの開発計画は周知の

と粘りである。東京電力は昭和45年12月計画地域の地質調査に着手し,昭和46年5月から大湊

側の試掘抗工事に着手した。計画対象地域内に粘ける埋蔵文化財発見の端緒は,新潟県の砂丘

地の成立について研究されている岡本郁栄氏が,昭和46年Ⅱ月嶽之尻付近で繩文土器片を採集

されたことに始主る。さらに刈羽大平地区の試掘抗開削に伴ない遺物の出士を指摘された。当

時市内の埋蔵文化財包蔵地の確認と周知を計ることを目的として,柏崎市教育委員会は独自の

遺跡分布調査を計画し,調査の実施に移していた。昭和47年8月,東京電力は原子力発電所の

建設計画地内についても分布調査の必要性のあることが市教委側から要請され,それを了承し

た。市教育委員会は同年9月3日分布調査を実施した結果,先の試掘抗付近で発見された刈羽

大平遺跡の他に新らたに2遺跡を発見し,昭和48年「柏崎市の埋蔵文化財目録」を刊行に際し,

小丸山・刈羽大平・浜岸の3遺跡を記載して遺跡の周知を計った。この遺跡分布調査の実施は

他市町村に先きがけ市独自の事業計画であったことに画期的意義が見い出される。

柏崎市の埋蔵文化財目録が刊行される前年の昭和47年8月22日,新潟県教育委員会に対し

東京電力から刈羽大平地点に関する予備調査について文書要請があった。県教育委員会は9月

18・19日の両日,県文化財保護指導委員品田定平・柏崎市社会教育係長駒野侑・刈羽村教育

委員会教育長丸山茂利・刈羽村教育委員会萩野賢一氏等の参加を得て用地内の分布調査を実施

した。その結果,刈羽大平・撤之尻・浜岸の3遺跡を確認し,遺跡名をそれぞれに付し,文化

財保護法第84条に基づいて,埋蔵文化財包蔵地の周知徹底を計るべく遺跡台帳を作成し交化庁

に遺跡発見通知を進達しナこ。あわせて,東京電力に対して3遺跡の所在地を周知するとともに,

①工事中に埋蔵文化財を発見した時は,直に工事を中止して市・村教育委員会に届出ること,

②文化財に関する知識を下請業者に対して周知しておくこと,③送電線鉄塔ルートについて,

ルート決定前に県教育委員会に協議が必要であること,④発掘調査等については,交化財保護

法上の所定の手続きが必要である旨現地指導を行なった。

この分布調査の結果をもとにして,昭和48年4月12日東京電力から遺跡確認調査に対する口

頭による協議がなされた。県教育委員会は踏査の結果を部内で検討した結果,①試掘調査とは

いえ遺跡は砂層が厚く事実上,本発掘の一炊段階の作業となり早急に結論することは困難であ

序 説



り,さらに検討を要する。②東京電力の事業計画は未だ国の認可が船りていない。認可後の計

画と合わせた適当な時期を選ぶ方が良いとの二点にっいて口頭で回答をし九。更に東京電力か

ら建設工事計画及び環境審査レポート作成のために埋蔵文化財の実体把握が必要であり,予備

の調査を研究者に依頼して良いかとの質問があり,実施はかまわぬことを了解した。

東京電力では和洋女子大学寺村光晴教授に依頼して,昭和48年9月1日・2日の両日建設計

画用地内の実査を行なっ九。寺村教授は9月15日調査結果をレポー Nこまとめ,各遺跡の状況

を次の様に東京電力に報告された。①小丸山遺跡一東西約28机X東北約48机の範囲,②嶽之尻

遺跡一東北約400机X南北約130仇の範囲。③刈羽大平遺跡(湧水地点)一東西約100机X南北

約230机の範囲。④浜岸遺跡一東西約150仇の崖線で,南北は不明である。特に嶽之尻遺跡と刈

羽大平遺跡は同一遺跡の可能性があるとの見解を示され,さらに,4遺跡の他に遺跡が存在す

る可能性を示唆されナこ。

昭和52年7月29日,道野副所長他が来庁し,遺跡に対する今後の取組みと協議の進め方にっ

いて具体的に指導を得たいと来庁した。県教育委員会は一般の開発に伴う事前協議の手順とし

て,①遺跡地の開発計画は文化財保護法第57条の2の規定による届けが必要である。届けは開

発地域全体を対象とする。②遺跡確認調査は大規模開発に伴う事前の遺跡の取扱いに係る協議

の資料を得るために実施するものである。③遺跡の取扱いに対する最終判断は文化庁長官であ

る。④県が実施する発掘調査は文化庁と覚え書きのあるものに限定している。単一市町村に船

ける発掘調査は地方自治法第2条第6項から市町村の事業主体である。⑤発掘調査は事業認可

後に開発に先立って行うものであり,認可後でなけれぱ対応できない。⑥交化財保護法第57条

の2の規定による届出は,東京電力→市町村教育委員会→県教育委員会→文化庁の順であげる

ことになる旨の指導をした。

昭和52年9月16日,東京電力が来庁し今後の計画状況の説明があり,県教委に質問のあった

事項について次の様に回答しナこ。①東京電力の行う調査用ボーリソグは文化庁と協議した結果

直径8肌程度であれぱ問題はない。②1号機の場所は今までの調査から遺跡に関する問題はな

い。③遺跡は砂丘地であるので表層が厚く正確に把握できない。④工事用道路を予定している

部分は浜岸遺跡に連関するものと考えられる。盛士工事についても事前の確認が必要である。

⑤今後の進め方については文化庁と協議して再度検討したい旨回答し九。この間において,県

教育委員会は東京電力の意向を内部検討をした結果,文化財保護法に基づき本事業計画が具体

化される前に遺跡の取扱いに係る具体的確証を得る必要があるので,試掘確認調査は新潟県教

育委員会が事業主体で実施することとし九。

昭和52年9月21日,県教育委員会は東京電力の来庁に際し,①確認調査は県が実施する。②

遺跡の取り扱いについては確認調査の結果を踏え,交化庁の指導を得て決定する旨を伝え,さ

らに試掘確認調査の具体的な手続きは,①東京電力は口頭ではなく確認調査依頼の協議文書を



提出する。②県は依頼に基づき試掘確認調査を実施する。③確認調査の結果をもって文化庁と

協議し内諾を得る。④県は国の内諾を得た上で遺跡の取扱い及ぴラソク付け等を回答する。⑤

東京電力は④に基づき文化財保護法第57条の2の規定により開発事業計画に係る届出を提出す

る。届出は遺跡個別ではなく,遺跡は一括した交書とする。⑥発掘調査実施する遺跡について

は,東京電力の交化財保護法第57条の2による届出手続が終了し,遺跡の取り扱が決定し九後

に関係市町村が事業主体となり,文化財保護法第98条の2の規定による届出を出して発掘調査

を実施する手統きをとるとの説明した。

昭和52年10月14日県教育委員会は文化庁記念物課水野調査官に砂丘地の遺跡についての見解

を伺い,「砂丘上にある遺跡は九だ,砂丘上にあるだけで一般の遺跡と変わらない。砂丘上の

遺跡は原則的には遺構の存在が悪く,国指定となっている遺跡としては福岡県の元冠防塁(石

垣),京都府函石浜,山口県士井ケ浜(弥生時代の墳墓)などである。これらは砂丘層内で遺

構が保存されためずらしい例であると同時に,石組されたものであったこと,人骨群が出土し

たことなどその遺構と自然条件がめぐまれていたことである。砂丘上の遺跡は年々,風・雨水

による流砂・浸食などにより地形が著しく変化し,その保存は困難であり,特殊な遺跡でかつ

遺構の保存が良好でなけれぱ,国指定,現状保存は困難であろう。」との指導を得た。

昭和53年2月3日,東京電力新潟原子力建設事務所道野副所長他5名が来庁し,電源立地調

査審議会の環境影響調査報告書に文化財の取扱いを入れるべく検討している。従って用地内の

遺跡の試掘確認調査を,昭和53年度中に実施してほしいとの口頭要請があった。これに対し県

教育委員会は昭和53年度に実施する予定である。現在他の発掘調査事業もあり,日程調整を計

りたい。尚,確認調査の技術的方法について,求ーリソグ等による実験を含め研究したいと回

答をした。

昭和53年3月15日,金子交化財主卓が,アースオーガーによるボーリソグ試掘実験に立合い,

今後の調査方法についての技術的な問題についての資料を得ると共に,文化庁からアースオー

ガー及び機械米ーリソグ等による確認調査実施例として松山市古照遺跡の紹介をうけ,調査指

導にあたった国立埋文セソターエ楽善通遺物処理研究室長及び松山市教育委員会から施工事に

係る種々の指導を得・ナこ。

昭和53年4月13日付けで東京電力株式会社新潟原子力発電所長から埋蔵文化財包蔵地の調査

依頼についての公交を正式に受理,同年5月8日,建設予定地内に係る4遺跡の概要について

回答した。昭和53年5月18日,東京電力より,交化財保護法第57条の2の事業計画についての

届出がなされ,2号機以後の開発計画は現在諸法律に基づく手続きが未了であるので,現段階

での開発計画予定区域である旨の添え書により,遺跡の取扱いの協議がなされた。県教育委員

会は東京電力に対して,4遺跡の確認調査に係る士地所有者の承諾書を要請し,長岡林業事務

所長,県農林部治山課に対し法的手続きを文書により通知し,昭和53年5月23日交化庁に文化



財保護法第98条の2の規定により埋蔵文化財包蔵地の試掘確認調査の通知書類を進達し全ての

法律的手続きは完了した。

昭和53年6月1日,長岡林業事務所の立合い確認要請に基づき県教育委員会,東京電力の三

者が出席し,現地を確認し,林業事務所担当官より林地伐採倒木の処置,形質変吏後の植栽緑

化等調査前.後の処置について指導と助言を得た。な船,東京電力に対しては,調査は他の事

業計画があり10月中には完了したいこと。試掘確認調査の費用は県教育委員会で負担する旨伝

q借岡嘉彰)達した。

2.調査の目的と方法

イ.確認調査の目的

東京電力原子力発電所建設用地内に4遺跡が所在する。具体的な開発計画及び設置位置につ

いては,現在決定されておらず諸法律に基づく手絖きも未了であるが,将来開発が計画されて

いる。遺跡は砂丘地帯に立地するため地表上の観察ではその範囲の確認・包含層の状況把握は

困難であるために試掘確認調査を実施し遺跡の内容を可能な限り究明し,今後生ずる遺跡の取

扱いに関する協議の資料とするため,事前に確認調査を実施した。特に刈羽大平遺跡と嶽之尻

遺跡が同一遺跡であるのか,又はそれぞれ単独に存在するのかを究明することを目的とした。

調査の対象は,「番神砂層下部は海岸ぞいの地域に限られているのは,砂の伊珠合が海水の運搬

作用の影響するもとで行なわれたと考えられる。また完全に陸化していない湿地帯でこの砂が

基盤の第三系の背斜に堆積した。上層部は海退にともなって生じた海浜の砂が風によって運ぱ

れ淘汰されて,下部の士に整合に堆積したものと考えられる。上部・下部とも同一の供給源と

考えられる。その堆積はりス・ウルム期の海進海退期の洪積世に係る所産である(柳倚平野団体

研究グループ 1965年)。」以上の観点から遺物包含層についての追求は番神層より上面の新期砂

丘層について集中邸Nこ調査観察を行なった。

ロ.調査の方法

①アースオーガーによる確認調査アースオーガースクリュー直径30C桝で地下平均8

~10机までをボーリソグし士層堆積の観察により包含層及び深渡を確認した。

②竪坑による確認調査 直径2仇の円形竪坑を人力により掘削し包含層の

有無を確認後りソグによる士留を行ないながら深掘実査した。

③浅い部分,崖線周辺割弘土人力による手掘りで調査しナこ。

調査対象遺跡・地番及び調査方法ノ、

①小丸山遺跡柏崎市青山町字小丸山3-27番地字嶽之尻2-1番地

概存の出士地点及び地形を観察し,直径50挽の円内を対象区域として,18グリッド及

び竪坑1ケ所を人力による手掘りで調査した。



②嶽之尻遺跡刈羽郡刈羽村大字刈羽字大平4412・4413番地

③刈羽大平遣跡刈羽郡刈羽村大字刈羽字大平"07・4409~6番地・4452番地

嶽之尻から刈羽大平遣跡を南北線を軸に1区画20飢X20仇のグリッドを全面に設定し,

20机ごとの交点にアースオーガーによる試掘確認を28ケ所,竪坑により2ケ所の確認を

実施し,崖線部分は手掘りによって調査した。

④浜岸遺跡柏崎市大字大湊字浜岸47-1番地・刈羽郡刈羽村大字刈羽字大平4589番地

任意の地点2×2 仇のグリッドを11ケ所,崖線の確認1ケ所,竪坑による調査を1ケ

所それぞれ手掘で実施した。

ー.調査主体

新潟県教育委員会教育長米山市郎

ホ.調査体制

業務管理・連絡調整及び全体総括

調査担当者

調査員

^.

^. 調査期間

小丸山・嶽之尻・刈羽大平遣跡昭和53年9月14日~9月27日

浜岸遺跡昭和53年10月24日~10月28日

昭和53年12月4日新潟県教育委員会は長岡林業事務所長あて,作業完了報告を提出し,

本試掘調査に係る作業は完了した。 (稲岡嘉彰)

金子拓男(新潟県教育庁文化行政課埋蔵文化財係長)

稲岡嘉彰(新潟県教育庁文化行政課文化財主事)

藤巻正信(新潟県教育庁文化行政課学芸員)

箕輪一博(新潟県教育庁文化行政課嘱託)

3.調査

昭和脇年9月11日~9月13日 11日は発掘調査用具・器材の輸送ならびに刈羽村數育委員

会・柏崎市教育委員会など文化財関係者に挨拶を行い,調査の恊力を依頼する。午後から調査

区域の確認と調査方法について関係者と打合わせを行V,現地を観察し器材を近藤豊場跡に降

す。

12日・13日は遣跡全景の写真撮影・調査地点のレベりソグを行い周辺地形の観察を行う。調

査地点の図面照合及ぴ基本杭いの位置割出し作業の際に刈羽大平遺跡の湧水地点で繩交後期の

土器片・土師器片・チャートのフレーク等を表面採取する。13日午後からアースオーガーの搬

入と組立を行った。

9月14日嶽之尻NO.1地点からアースオーガーによる調査を開始する。確認と写真撮影終

了後は直ちに埋戻し, NO.1~NO,10地点までを完了する。 NO.5~NO.7地点の縦列は番神層・

安田層の露頭が確認されたためアースオーガーによる作業は中止した。刈羽大平遺跡の竪坑PI

日 誌③幻



を完掘する。-160C抗から湧水し作業が困難となり一220仇掘削したところで中止せざるを得な

かった。

9月15日嶽之尻から刈羽大平にかけて NO.12~NO.14, NO.18, NO.19地点のアースオーガ

ーを実施する。 NO.18地点では数本試みたが湧水帯にあたり士層変化が水のため確認不可能で

あった。 NO.19地点に船いて厚さ65mの粘性のある黒褐色士層を確認する。午後,機械のチエ

ソブロックが切断し,フースオーガーによる作業を中止する。刈羽大平の竪坑P2を追加し

掘削を終了する。-40~ーフ0飢の間で繩文後期の土器片が出土する。 9月16日機械の故障及

び風雨が強いため作業を中止する。 9月18日チェーソ取替え修理のためアースオーガー使用

できず, NO.5~NO.7地点の南面崖線を削平し番神層と安田層の切合いを確認。刈羽大平の沢

の右岸及び左岸斜面を試掘し層序を確認する。小丸山遺跡の竪坑P1と調査地点設定を完了す

る。 P1から一115C机で埋れ木が出士し,学習院大学理学部木越研究室へC14の測定を依頼する。

9月19日小丸山全景の写真撮影。14の地点を20日の2日間に亘り発掘しナこ。しかし遺物は

検出されなかっ九。 NO.8地点でも埋れ木を検出し P1からNO.2地点にかけて黒色帯の広がり

があることを確認し九。翻査後直ちに復旧作業を行なっ九。

9月20日 7ースオーガーの組立と作業を開始する。刈羽大平のNO.20~NO.26地点までを

終了した。 NO.22地点は30肌の新規砂層の下には番神砂層はなく,直接安田層が検出された。

9月21日~23日アースオーガーによる NO.11・ NO.15・ NO.16・ NO.27 ・ NO.28地点の調査を

完了。アースオーガーの解体作業を完了する。調査地点の原形復旧作業を開始するとともに,

旧近藤農場北側崖面をトレソチ法によって試掘確認を行うが,遺物及び包含層は検出されなか

つた。 21日午後小丸山C地点の探査により徴細な士器片を表採する。 22日,素採地点である県

道小丸山線の北側Ⅱこ5 グリッドを設定し試掘の結果, NO.14地点で弥生式士器一括を検出した。

23日,出士状況を記録するため,清掃後に写真撮影を行なった。 9月24日は日曜で現場作業休

みにつき,刈羽老人いこいの家保管の遺物及び宇佐見篤美氏所蔵資料の写真撮影を行なった。

9月25日~26日小丸山出士の弥生式士器一括資料の%0実測平面図及びセクシ"ソ図を作

成。遺物収納後埋戻し及び器材等の整理を行い,調査対象地全体の復旧状況を点検した。

昭和聡年10月24日~28日 24日午後,発掘調査器材の搬入を行ない,現地にて地形を観察し

た後,調査地点を決定し杭打を行なった。 25日からNO.1~NO.12地点の手掘確認調査を実施し

た。各地点とも手掘りによる作業では限界があり,平均2 机前後の試掘を試みたが, NO.12ク

リッドの一120C仇で珠洲系士器一点以外には遺物は出士せず,遺物包含層も確認されなかった。

26日・27日の2日間, NO.9地点を竪坑によって4 机まで完掘したが,新期砂層中に変化は認

められなかった。海岸線部に露頭する埋れ木層を一部カットし確認した結果,この黒色帯は山

倒Ⅱこ傾斜していることが確認されたが,遺物は包含されていなかった。 28日,撤収・帰庁しナこ。

(稲岡嘉彰)
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柏崎市は米山(993机)の東麓にあって,南西の米山を中心とする塊状山地から鯖石川,鵜川

下流域の柏崎平野を市街地とする。柏崎平野は新潟県の西南部に位置し新潟平野と高田平野の

間に狭まれた小規模な沖積平野である。平野の北東部,南西部及ひ東部は第三紀の山地丘陵に

囲まれ,北西部にむかって日本海に開いている。平野北西部の出口は発達した砂丘にさえぎら

れ潟湖地形を形成ρている。東部山地丘陵は信越国境の鍋倉山・天水山等の東頸城丘陵に源を

発する曾地丘陵で高度を徐々に下降して大河津付近で新潟平野に接する。この丘陵はほぽ北北

東一南南西の方向を示し背斜構造をよく示している。平野に流出する鵜川・鯖石川・別山川等

の河川は規模の小さな蛇行をしながら平野部を縦横に潤している。鵜川は米山山塊と背斜地域

を境し,鯖石川は背斜軸を切って各々,北流して日本海に注いでいる。別山川は背斜軸に沿っ

て流れ,山本付近で鯖石川と合流する。山地丘陵部と砂丘地に囲まれた平野部は各河川の谷に

沿って山地に入込み,その形は複雑である。海岸に沿う県道柏崎・寺泊線(』墫道)と並走す

る砂丘は荒浜砂丘と称され,鯖石川で切られるあたりから高度をまして北東方向へ日本海岸線

に沿って,ほぽ直線状に宮川までの間に発達しながら山地に連続する。砂丘の長さは約12偸,

幅は約2版程である。この砂丘地には農場跡地や養鶏場跡地が散在している。

昭和U年東京電力は最終出力800万KWの原子力発電所建設の基本計画を発表した。その建

設用地は柏崎市から刈羽郡刈羽村にまたがる,面積約480万ゞの地域である。敷地は荒浜砂丘

の北東一南西に直線状に約3.2偸,海岸からの東北約1.2版の半楕円形状をなしている(第1図)。

砂丘地海岸の中央部は裸地となっており,その周縁部は松を主体とする第二次林で覆われてい

る。海岸線に平行する背境界の稜線は標高約60仇である。用地内調査対象地は県道小丸山線北

側の嶽之尻の沢と浜岸の小河川に狭まれた砂丘々陵部分と県道小丸山線を含む南側の標高約12

仇の平坦部裸地とに二分される。さらに北東丘陵部は大平の沢と嶽之尻の沢の小沢状の入組地

形で分断され,その馬の背に海岸部にのぴる先端崖線部には第三紀の基盤層が隆起露頭してぃ

る。地層は第三紀層を基盤として番神古砂丘層がのる。背斜部は新期砂層の堆積が薄く,向斜

部分は厚く堆積し,崖線部に湧水帯がみられる。用地内には南西部から 1.小丸山・2.嶽之

尻・3.刈羽大平・ 4.浜岸の4遺跡が所在する(第1図)。周辺には 5.向山遺跡(繩文前.中期),

6.榎木山遺跡,(繩文中・後期の土器,石斧・石鉄・石棒出士),フ.大湊遺跡(地表面F6椛で繩文

前期の士器出士)が所在し5は砂鉄採鉱により全壊し,7も砂鉄採鉱と養鶏場建設により全壊し

た。これら出士遺物は大湊在住の広田直司氏により採集保管されている。 8は荒浜小学校裏遺

跡で岡本郁栄氏により若干の士師器が表採されている。 (稲岡嘉彰)

Ⅱ 遺跡周辺の地理的概要



1.概

県下における海岸平野は,い、ずれも砂丘によってとざされた形態を示す(新潟古砂丘グループ,

1967)。鵜川・鯖石川・別山川の流出する柏崎平野も例外でなく,荒浜砂丘によってとざされ

ている。今回確認調査を実施し九各遺跡は,日本海と柏崎平野とにはさまれたこの荒浜砂丘上

にそれぞれ存在する。

1)荒浜砂丘は柏崎から北東に海岸線に沿って宮川までの問に発達している(第1図)。規

模は長さ約12偸・幅約2航で北上するにつれて高度を増し,荒浜付近で最高60挽,大湊で80机,

宮川で120机に達し,第三系の山地に接する(柏崎平野団体研究グループ,1965)荒浜砂丘は,古

砂丘型砂丘であり,新期砂丘砂層の下位に古砂丘砂層が発達する。朋査区域の第四紀層につい

てみれぱ,下位からそれぞれ安田泥質土層・番神古砂丘砂層・沖積層である。

2)荒浜砂丘の古砂丘である番神砂層は,洪積世後期に堆積した地層とされ,中粗粒砂か

らなり少量のシルト・粘士を含む。下部は黄灰色中粒砂よりなるが,粘士化がかなり進んでお

り,上部は茶褐色を呈して固結度が高い。一般に無層理塊状岩相を呈するが上部では葉理構造

を呈することもある。砂粒は大部分石英およびチャート粒からなる(新潟県,197フ)。番神砂層

の高度も北上するにつれて高くなり,荒浜で40机,大湊で80机となり,荒浜砂丘の中核をなし

ている。

3)第四紀最終(ウルム)永期以後に堆積した地層全体を沖積層とすれぱ,調査区域では新

期砂丘砂層・砂丘後背湿地堆積物及び旧表士がこれにあてられる。後背湿地は過去に局所的に

発達したことがあったと思われる。また,新期砂丘砂層中域は新期砂丘砂層と番神層・安田層

との境界面には有機質の黒色バソドが認められ,その一部からトチ・クルミなどの炭化物や士

器片等を検出することから,この変色部分が旧表士と考えられるが,砂丘の移動性もあって平

面的.連続的にこれを追跡することはできない(柏崎平野団体研究グループ,1965)。しかもこの

黒色バソドの存在によって,新期砂丘砂層は少なくともその上,下層に二大分することが可能

であろう。なお,新期砂丘砂層はC14測定によって600OB.P.の値が得られたという。

要

Ⅲ 遺跡周辺の地質的概要

2.

今回実施した確認調査の区域は荒浜砂丘にあるが,それらは現在県道小丸山線に沿って荒浜

砂丘を侵す嶽ノ尻沢(仮称)によって二っに大別される。則ち,小丸山と嶽ノ尻,刈羽大平'

浜岸のグループとである。後者は近藤農場裏手から湧水して日本海に注ぐ嶽ノ尻沢と新世農場

銀 察
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脇を流れる浜岸川(仮称)とで区切られた砂丘の西側斜面にそれぞれ存し,前者は嶽ノ尻沢左

岸にあり,他者に比して低く平坦な位置を占める(第9図)。

1)小丸山(第2図・図版第4 ・ 5図)

手掘りで19ケ所を発掘調査した。 P1とNO.18グリッドにかけて,新規砂丘砂層と番神砂層と

の間に褐色有機質砂層にはさまれた黒色粘士層を二乃至三枚確認しナこ。この黒色士層は粘土質

で粒子も微細であり固結してぃる。また,第4図に示したNO.14 グリッドのように,その堆積

は現地形の傾斜とは逆に海側で高く山倒Ⅱこ低い。これらのことは,嶽ノ尻沢が過去に堰止めら

れ滞水した時期があり,このため水成堆積を示すものと考えられる。しかも,それが一時的な

ものでなく,二乃至三回のサイクルを持って存し,その前後においてもオフシス様であったろ

うことが考えられ,繩文,弥生時代に人々が訪れ,或は居住したであろうと推定されるのであ

る。弥生時代士器片が採取されたのは表土下約40mの褐色有機質砂層中であり,過去の滞水時

の堤付近ではなかったかと思われる。な船P1の黒色士中からは埋木が検出され, C14測定を行

つたところ 2470士140B.P.及び 1760土130B.P.の値を得ている。

2)嶽ノ尻(第3図・図版第5 ・ 9図)

嶽ノ尻沢の右岸砂丘頂部及び斜面にあり,崖線で安田層・番神層が露頭している。フース.

オーガーを駆使した調査によれぱ,番神砂層の欠失部分もあり,新期砂丘砂層の下はすぐに番

神砂層ま九は安田層であり,新期砂丘砂層中,及び下位に黒色バソド,褐色有機質砂層を認て

いない。殊にNO.5地点付近では番神層が薄く,安田層の露頭も認められる程である。(図版一フ)

遺跡の存在する可能性は薄く,また,仮に過去に遺跡が存在したとしても砂丘の移動に伴って

すでに消滅したであろうと考えられる。

3)刈羽大平(第3図・図版第10~14図)

刈羽大平の範囲は広く,基本的には嶽ノ尻と同様の地質構造を認る。特筆すべきは,刈羽大

平の中心付近に存する湧水地点にある。この湧水は相当に古く,沢となって番神砂層を侵す。

沢の周囲はハマナスの一大群落であり,この湧水の持っ重要さがうかがえる。湧水点を中心に

半径約50仇の範囲で黒色バソド,褐色有機質砂層が認められ,後者からは繩女後期士器片等が

採取されてぃる。これらの地層は大平湧水(仮称)右岸に隣接する馬背状の小尾根から緩やか

に嶽ノ尻へ登る斜面の窪みの部分に認められるものである(第9図)。なお,右岸の馬背状の小

尾根から大平北方限界(NO.26地点付近)までの地域は,現在平坦地となっているが, NO.22地点

で安田層が露頭することなどから,士取りされたものと思われる。更にNO.19,26地点でも黒

色腐殖層が確認されてぃるが,これは大平湧水及ぴ前述の小丸山の黒色バソド・褐色有機質砂

層とは異る。その性格は不明であるが,大平湧水との関連性はないものと考えられる。

(藤巻正信)
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1.小丸山遺跡(第2.4 ・ 5 ・ 9図,図版第2~6 ・18~19図)

所在地柏崎市青山町字小丸山3-27番地・青山町字嶽之尻2-1番地

既往の調査

和洋女子大学教授寺村光晴教授の分布跡査報告では,遺跡は15年程前の砂採取場であったた

めに,一部が破壊されてぃる。刈羽大平遺跡に比較して遺物の採集も極めて稀薄の印象を受け

た。また,遺跡の中心部を牙川こ存在するものか,あるいは刈羽大平・嶽之尻遺跡の末端として

存在したものであるかなどについては踏査からでは不明であるが,範囲については,南北約47

机X東西約28机とされている(寺村光晴 1973)。昭和47~48年頃,柏崎市文化財審議委員であ

る宇佐見篤美氏等によって遺物が表採されている(第9図)。 A地点からは図版第19図の口縁が

広がり,肩部が大きく張る甕形など,士師器片及び石鉄が出士しており, B地点からは繩文士

器の網代底部版が採集されているが,現在その所在は不明である。 C地点は,県道小丸山線の

北側に県道と並行して独立砂丘が存在し崖面に黒色砂層があり包含層が確認出来たといわれる。

現在,道路拡幅及び駐車場となり砂丘は削平されて平坦地となっている。図版第19図の下段

に示した繩女士器破片及び有茎石鉄3点が採集遺物である。繩交後期の比較的薄手の無文土器

で底部に網代痕を有する小型深鉢士器である。

Ⅳ遺 跡

確認調査結果

遺跡は県道刈羽停車場小丸山線にそって西流する嶽之尻沢(仮称)の南岸に位置する。今回

の確認調査では19地点を手掘りにより調査し, P1については堅坑による調査とした(第9図)。

遺跡地の現状は保安林地内における裸地となっており,まぱらに植物が牛育している。 A地点

付近の層序は新期砂丘の堆積が厚く約2机掘削しても黒色帯,包含層は確認できなかっナこ。 B

地点付近の堅坑P1及び NO.8 グリッドでは新期砂丘層と番神古砂丘層の間に新期砂層を形成

する褐色有機質砂層にはさまれた黒色粘土層の堆積を2~3枚確認した。この黒色士層は粘性

を有し植物繊維を含む有機質含有層である。-115~12励抗の深さで埋れ木が検出された。 C地

点には NO.14~NO.18 の5 グリッドを設定しナこ。 NO.14グリッドの現表士下,約40C抗の褐色有機

質砂層から弥生式士器2個体分の一括資料が押しつぶされた状態で出士した(第4図)。新砂丘

の上層は県道工事等で削平されているが,遺物包含層は残されている。層序関係は基本的に層

P1及びNO.8. NO.11. NO.13グリッドへと連続する黒色帯が遺物包含層と観察される。黒色粘



性士層の堆積は地形の概要で述べた要因によるものと推定され,遺跡は繩文時代・弥生時代.

奈良.平安時代に至る複合遺跡の性格を示している。遺跡の範囲は過去の出土状況,周辺地形

の観察と本調査による知見から嶽之尻の沢により区切られた南側の約2500藷であると推定され

る(第9図)。

出土選物(第5図.

図版第18図)

NO.14 グリッド出

士の弥生式士器は壺

形士器2点である。

1は口径約22.5C抗で

胴部最大幅34.7伽,

底部径約10伽,推定

高は約50肌を計る。

頸部凸帯径は約15飢

で,幅約2肌の凸帯

には約4惣幅で長さ

約2伽の櫛歯状工具

で縦に刺突文様を施

し,斜めに同様工具

で施文し九X字状の

女様帯を構成する。

口縁は凸帯部から朝

顔状に開き外反しな

がら口唇部がやや直

行して立ち上がる。

口唇部端部及び口縁

部分の内面は指と

思われる横ナデによ

る整形痕が認められ

る。口縁外周部には

幅IC抗で5 ~6本の

歯をもつ櫛で羽状交
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が施されている。羽状文は左方向へ r八」の字状に施文されるが,途中で右方向へ逆八の字状

に刺突されている。色調は赤褐色を呈し,緑ぽ全面に鉄分による錆が付着し茶褐色を呈する。

胎士には砂粒を多く含み士質は良く堅緻な出来である。器内外面には右下より左上方向に斜行

する同一工具によるハケ目整形痕を有する。突帯貼付け部分の上・下の端部は指による横ナデ

痕が認められ,口縁から凸帯にかけての頸部表面には縦位のハケ目が施されている。

2は口径約13肌,胴部最大幅30飢,推定高44C机,底部径8.3C抗である。口縁は1に比較して

小さく,胴部幅の約%でゆるく,「く」の字に外反する。底部も1と同様に立ち上がり部分が

やや盛上がって小さく, rく」の字状に張り出している。口唇部の端部円周は平滑に整形され

ている。口唇部の外周部と内倒Ⅱこ櫛歯状工具による刺突文が施されている。外周部は長さ5~

6棚,幅2.5飢の工具で,4~5本の櫛歯が認められ,比較的丸味を帯び九感じである。内側

は原体を変えて二段の羽状刺突交を施している。上段は刺突を施したあとで軽く器面をナデつ

けているらしく,施工具原体の長さも短い。二段目は長さ約8惣,幅2.5惣で約5 ~6本の歯

ガ這忍められる。焼成は良いが,表面全体が磨耗しておりハケ目を明瞭に残さない。全面に右下

から左上に斜行するハケ目整形痕を残す。内側も同様の整形であるが磨耗の度合Vが少ない。

施文方向は表面と同様であるが器内面の下判部は剥落が著しい。色調は桃白褐色を呈tるが部

分的に茶褐色のシミがある。内面はやや黒味を呈する。胎士は1と同様である。

この様な壺形士器で,頸部にめぐらした凸帯に5~6本の歯をもった櫛で施文されたX字様

の文様帯や大きく,「く」の字に外反する口縁の開き方及び胴部のふくらみ方,さらに口縁部

の内側に施された羽状列点の刺突文様並びに畿内的な櫛目交系士器の影響等の特色から,石川

県小松市八日市地方遺跡から出士し九小松式(橋本澄夫 1968年)や金沢市寺中遺跡(金沢市教育

委員会,石川考古学研究会 1977年)出士の士器群に近似性が見い出される。新潟県に船ける当該

期に併行する遺物を出士する遺跡は佐渡郡新穂村竹ノ花遺跡(関雅之 1963年)に代表される。

竹ノ花式士器は北陸型櫛目文の影響下に生まれた士器と考えられ,本遺跡出士の二個体の壺形

士器は弥生時代中期の末,畿内の第Ⅲ様式の範疇には入るものと考えられる。

従来,新潟県は長野県の松本平や千曲川上流地域など中部山岳地方との関連が深いと考えら

れ,むしろ東北的な色彩をより濃厚に感じさせるものがあるが,ただ佐渡は新潟本士と事情が

異なり,小松式士器より千種式士器にわたって北陸と関係ふかい発展のしかたをして郭り,対

馬海流による海上交通の意義を考えさせられるのである(橋本澄夫 1966年)と考えられてきた

が,本資料の出士により,北陸系・畿内櫛目系士器の分布及び搬入のルートにつぃて再検討を

要するとともに,今後の研究に関する新知見を加わえた好資料といえよう。昭和52年度.53年

度の2ケ年に渡り発掘調査を実施し,現在報告書作成のため整理中の大集落跡で膨大な情報量

を提供した柏崎市大字吉井の下谷地遺跡と同時期であり,その距離は直線にして約3.5加であ

る。 (稲岡嘉彰)
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2.撫之尻遺跡

所在地

既往の調査

刈羽郡刈羽村大字刈羽字大平"12・"13番地

本遺跡は刈羽大平遺跡に南接し,嶽之尻沢右岸に挾れた地域である。旧近藤農場所在地の東

京電力調査斜坑入口付近に船ヤて繩文後期の網代痕を有する底部士器片1点が採集されている。

士器と同一層位にあったと考えられる埋れ木の木片のC14年代測定の結果は3100年士100年の

数置を示している。刈羽大平との距離は約100机で,その間には砂丘が厚く堆積して村り,こ

のため遺物の存在は不明であるが,いずれも繩文後期の士器であるために,あるいは両者は同

一遺跡としての可能性がある。仮に一連のものとすれぱ遺跡の範囲は東西約400机X南北約130

仇の52,000ゞの面接に及ぶものと考えられている(寺村光晴 1973)。

(第3 図・第9 図,図版 1・フ・ 9 図)

確認調査結果

本確認調査は嶽之尻遺跡と刈羽大平遺跡の範囲及び包含層の有無の確認を目的とし,さらに

両遺跡が単独に個男1Ⅱこ存在するのか,ヌは同一遺跡に含まれるのかについて確認することに主

眼を置いた。調査は嶽之尻側からNO.1として刈羽大平側へ南北車劇こ直線で通しアースオーガ

ーによる調査及び崖線部に対する手掘とユソポによる試掘を試みた(第9図)。 NO・1地点は新

期砂層4仇の下は番神古砂丘層とな, NO.2地点は4.5仇の新期砂層の下に50mの番神層の堆

積があり,以下は青灰色粘士層の安田層となる。 NO.3地点は新期砂層は1机,番神層は15m

程で安田層となりその境目にカッ鉄分の固い堆積が2~3肌の厚さで確認された。 NO・4地点

では新期砂丘層は,わずか30C抗でその下に150C挽番神層がのり以下は安田層となる。特にNO.5

~7地点の海岸に面す東西方向に沢状の地形が入組み,さらにNO.5地点から安田層が次第に

隆起し崖線部分に大きく露頭してぃることが確認された(図版第1・7図)。特にNO・5地点で番

神層と切り合いを見せ, NO.6地点では番神砂層の旧表風化層が部分的に見られる。 NO・7地点

では番神古砂丘層が露出してぃる。 NO.8地点では約60飢の新期砂丘層の下部は番神層の二次

的風化層が堆積し130C机以下は番神古砂丘層である。新期砂丘層中には黒色砂周.有機質砂層

の堆積は確認できず遺物包含層及ぴ遺物も検出されなかった。また近藤農場遺物採集地層辺斜

面のトレソチ試掘を4ケ所試みたが遺物の検出はされなかった(第9図・図版第9図)0 以上の結

果から本地点は嶽之尻沢と安田層の露頭する崖線に東西に入組む沢とによって区切られており,

しかも第三紀の基盤層である安田層の起状の在り方が上部の新期砂層の堆積と地形形成に影響

を与えてぃると考えられ,新期砂丘層の発達も弱く,比較的薄くのって船り,浸食の影響等に



よる砂丘の移動も受け易い状況である。調査及び周辺部実査の知見から刈羽大平遣跡との連続

性は考えられず,嶽之尻遺跡については遺跡であるとは判断し難い。 (稲岡嘉彰)

3. 刈羽大平遺跡

所在地

既往の調査

本遺跡は嶽之尻遺跡から北へ約100仇,浜岸遺跡の南約300机にある湧水を中心とした沢状況

地形に立地する。既往の調査では,湧水を中心とした南北約100仇X東西約80仇の範囲に濃厚

な遺物包含層が存在し,それを中心に南北約230机,東西約130仇の22,900ゞ範囲内に遺物が

散布する可能性が大であると推定されている。寺村教授及び地元研究者の宇佐美篤美・品田定

平・岡本郁栄等の既往調査・遺物採集地点を今回の調査に合わせれぱ第9図の記号A~Cの通

りである。 A地点からは岡本氏によって耳栓がされ採集その周辺で石斧・石鉄・土錘が出士し

ている。 B地点からはトチ・クルミ等の炭化皮殻が発見され,植物遺存体を含む層の厚さは約

30C魏で,遺物が包含される。 C14年代の測定の結果は2910年土100年を示している。この付近

から岡本氏により骨片も採集されている。 C地点は宇佐美氏等の調査により士器底部が採集さ

れている。遺物の包含状況は現地表面から1~7椛下に包含層があり,遺物の包含層は同ーレ

ベルと観察されるが,上部に堆積している厚さにより包含層までの深さは異っていると考えら

れている(寺村光晴 1973)。

刈羽郡刈羽村大字刈羽字大平4409~6 ・4407・4452番地

(第6図・第9図,図版第1 ・10~14・20・21図)

確認調査結果

本遺跡に船ける確認調査はNO.8~NO.28の20ケ所を撤之尻から通しでアースオーガー, PI・

P2の竪坑2本によって調査した。その他に崖線部分の手掘確認を実施した。 N020~28地点で

は新期砂丘層中の黒色帯は確認されなかった。本遺跡の一部は東京電力調査坑開削により現状

の変更があり一部に士砂の再堆積が認められる。調査坑開削時に東京電力や岡本氏によって士

器片が採集されている。今回A地点からは士師器片を表採し,沢の中間,アースオーガーNO.

11と NO.15地点の中間D地点で原位置は動いているが,約50点近い土器片を採集した。 B地

点の層序を追認調査したのが図版第14図の士層写真である。層序は 1.表砂(番神層再堆積)

2.灰黒色砂(5に比して中粗粒砂) 3.黄赤色砂(番神層再堆積・鉄分多く粗粒砂) 4.黒色士

(士質に粘性があり炭化物細末粉を含む) 5.灰黒色砂(薄く炭化物を含み粗粒砂) 6.番神古砂丘
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砂層となる。 B地点は湧水地右岸に当り表砂層下一64飢で第6層となる。その間に2・4・5

の3サイクルの黒色で粘性のある炭化物を含む砂質泥炭層が認められ,その厚さは約30~40飢

である。竪坑P1の一190C机で湧水し,-150~220C抗で番神古砂丘砂層となるところで作業を中

止した。 P2は灰白砂,酸化鉄を含む黄色砂,暗褐色砂,粘性のある黒褐色砂,番神古砂丘層

の5層序が確認された。-130C抗から湧水し,遺物は新期砂丘の一40~70肌の間で約13片の繩

文士器片が検出され,包含層と確認された。 NO.19地点は沢の入組の最奥部で表土砂層下230C机

で厚さ65C挽の黒色砂層を確認し九。 NO.15地点は崖線斜面に当り新期砂丘層の一180C机前後で細

木片を含み290C抗までの間の暗褐色層には植物質の炭化物が確認された。 NO.15~NO.19の湧水

地点右岸の馬の背状の屋根を境とする地震観測小屋の建つ北側平坦地は, NO.22地点の新期砂

層下30肌で第三紀の安田層が検出され,人工的な削平が認められる。遺跡の範囲は土層の観察,

遺物の出士状況及び散布状況から湧水を中心とする沢状凹地を中心として,東西約100挽,南

北約50机の約5,000ゞと推定される。

出土遺物一土器・石器(第6図,図版第20・21図)

付士器などの器形がある。

第1類(第6図1~10.図版第20図1~10.13)磨消繩文で区画した帯繩文で空間を構成する

士器である。平行沈線又は曲線,弧線文で文様帯を構成する。 1~6は同一個体と思われ,器

内外面に炭化物が厚く付着する。 1は縦と横を弧線文で区切り内部の繩文を磨消している。 2

~6は幅5惣の数本の沈線で区画し繩交帯を構成している。 1と同じく原体はRLで斜位に繩

文を施す。 7はLRの原体を施し曲線的沈線で雲形状の文様を区画し,土器片は沈線部で割れ

てぃる。 8は石英砂を含む焼成堅緻な士器で原体はLRを示す。 9は幅5脚のへラ描沈線で市

繩文を区画する。上段.下段で異る原体を斜位に施し,幅1.5C挽の無文帯を挾んで羽状交様を

呈する。上段はRLの単節繩交である。上段の繩文帯は沈線で区画された中に繩文を充坂させ

てぃる。10は地文の繩文をへラで磨消し曲線で文様を画すが完全に磨消されぬ部分も残されて

いる。13は口縁にそって繩文帯を残し磨消された深鉢形士器口縁部である。 4~5単位の波状

を呈し胴部以下が細く,口縁が大きく朝顔に開く士器と考えられる。

第2類(図版第20図14)小さな張付瘤のっく士器口縁である。瘤を起点として直.弧線文が

区画される。繩文原体は判読出来ない。

第3 類(第6図11.12,図版20第11.12図)同一個と推定され,無文の士器で器内外面は良く

磨かれ整形され光沢をもっ。細かい石英粒を含む焼成の良い堅緻な士器で,口唇部は平縁で肥

厚し,斜位に刻目をもつ隆帯が張付けられている。

第4類(第6図13,図版第鉛図15)本類は1点であり拓図の様にわずかに底面と器形の立上が

全ての士器は破片であり深鉢・浅鉢・台
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り部分を示しており,繩文を施した凸帯文を確認できる。断面から別々の整形による凹凸の接

合部が観察される。台付土器と推定される。

第5類(第6図14~18,図版第20図16~2の幅広の口縁部を繩女帯として施すか,または無文

帯とする深鉢士器である。いずれも焼成堅緻である。16は口唇部が平縁でやや内面にふくらみ

をもつ。約2飢の繩文帯はR工の斜繩文である。17は比較的薄手で地文はR工の単節繩文を施

し2惣の沈線で繩女帯を2段に区切る。口唇部はそいだ如く細くなり心持外反する。18は焼成

も良く口縁部の無文部はへラによる横削り整形で,口唇部は突出したように外反し内側はふく

らみをみせやや内湾する。無文部以下はRLの単節斜繩文が施される。20は口縁が真行する平

縁の深鉢で非常に堅緻な仕上りで無文部はへラ削りにより強く凹んでいる。頸部以下はRLの

繩文である。器外面には炭化物ガH寸着している。

第6類(第6図19~27,図版第船図21~釦)繩文のみを類別した。 21はLRの斜位繩文が施さ

れ焼成もよく,断面に折返口縁の整形痕がみられる。器面に赤褐色の鉄分が付着しやや内傾す

る深鉢士器である。 22は短い原体を斜位に施すが,施文はゆるく,回転方向は一定して船らず,

原体は判読できない。23・24は大粒のRLの繩文で内外面に炭化物が付着し焼けて灰白色を呈

する。 25はRLの繩文で26は石英粒を含む薄手士器で内外面は赤色,胎士は黒色を呈する。27

は工Rの単節斜繩文による羽状繩文が施される。 28・29はLRの繩文原体で施文されている。

30は原体不明であるが,口唇部は丸味をもつ土器である。

第7類(第6図第28~36,図版第20図31~33,図版21図1~6)無文及び櫛状工具による沈線叉

は条線文である。 31は直行する口縁であり,32は折返し口縁で多少内湾する。 33は赤色を呈す

る無文の浅鉢と推定され,器面はへラにより良く整形されている。図版第21図の1~4は櫛歯

状工具によって施文された士器で1は幅IC挽6本の歯をもつ原体で同心円状の曲線文が施され

る。 2も同様に施交され,部分交差がみられる。 4は無文に近く,3は縦位に条線文状の施交

がみられる。 5・6 の器面は口ーリソグによると考えられる磨滅が著しく,器面には胎士中の

石英粒・中粒砂が浮きでているが,焼成は堅緻な士器である。

第8類(第6図37・38,図版鞭1図7・8) 7はやや赤味を帯びた須恵器片で表面には幅3飢

のたたき目整形痕がありたたき目の盛り上がり部分を横にナデた痕跡があるが,たたき目を施

す前の施文整形とも観察される。焼成,胎士も悪く,吹水性がある。内側には青海波交のたた

き目が施されている。 8は士師器の碗形士器で焼成良く,口唇部はやや外傾し,口唇部以下は

ヘラによる横ナデ整形である。

石器(図版舞1図9~13) 9 ・10はチャートのフレイクと小さく打割された転石である。本

調査の表採品である。11は砂岩質の頭頂部を欠く磨製石斧で最長7飢,1順5飢で蛤刃を呈する。

刈羽村教育委員会所蔵品である。12・13は頁岩製の有茎石鉄で,宇佐美氏所蔵品である。

トチ.クルミ皮殻炭化物(図版第21の下段) B地点出士の既往採収資料である。
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本遺跡出士の士器は繩文時代と平安時代の2時期が重複する複合遺跡である。平安時代の遺

物包含層は確認できなかったが,繩交期より上層と考えられる。第1類から第4類の士器は,

帯繩文・入組文・連結弧繩文・瘤付文等の発達した磨消繩文で飾られる精製士器で,本県では

小千谷市の三仏生遺跡(中村孝三郎 1957年),山北町上山遺跡(上原甲子郎 1969年),分水町幕

島遺跡(上原甲子郎 1963年),新発田市中野遺跡(関雅之 1968年),安田町藤堂遺跡(本間信昭

1974年)等の各遺跡で確認されて船り,繩文後期中葉から後葉に位置付けられる。本遺跡の繩

文士器を大観すれば,帯状磨消繩文の発達する関東地方の加曾利B式,東北地方の瘤付文土器

の新地式に併行するものと考えられる。 (稲岡嘉彰)

4.浜岸遺跡(第7 ・ 8 ・ 9図,図図第15・16・17図)

所在地

既往の調査

柏崎市大字大湊字浜岸47-1番地・刈羽郡刈羽村大字刈羽字大平4579番地

遺跡は用地内の最北端の標高30机程の砂丘丘陵に立地する。かって砂鉄採取を行なった海岸

線部の東西約150仇の範囲で,南北の広がりは不明であり,遺物は採集出来なかったと報告さ

れている(寺村光晴 1973年)。この部分は現在県道付替工事が行なわれている浜岸川(仮称)に

面する崖面であり,砂採取のために番神古砂丘層が露頭している。第9図浜岸遺跡D地点から

凹石が宇佐美氏により表採されている。遺跡の北側に隣接する砂鉄鉱山跡(現在の新世農場)か

らは繩文前期の土器が出士している。
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確認調査結果

本遺跡の調査地点は現在の県道柏崎寺泊線に並行して海岸に面した,標高30~25挽の平坦地

を中心に地形を観察して任意の地点NO.1~NO.12まで,12ケ所を手掘りによって試掘確認調査

を実施した。後背地は松を中心とする林地形で丘陵の起伏がはげしく,海岸部の平坦地は海岸

方向へ標高差約5机の落差で段差が認められる。各試掘地点は人力では限界があり,平均21π

までを掘削したが遺物包含層は確認出来なかった。 NO.12地点の一120C机の新期砂層中から1点

の条線状叩目が施された中世の珠洲系陶質士器が出士しているが,その割口は磨滅しており,

原位置を保った出土状態ではない。 NO.9は竪坑による試掘で 4"ほで掘下げたが番神古砂丘

層上面まで4.5机を計り新期砂層には変化が認められなかった。海岸崖線部の現地表下1~1.5

仇の深さに10~30飢位の厚さで埋れ木を含む黒色士層が露頭し帯状の堆積が認められ清水が湧

水している部分(図版第16図)が確認された。この地帯は植生の違いによっても,草丈の育成が

良いことからも地上観察が出来る。崖線部に面したNO.3地点では第8図の様に新期砂丘層の

変化がみられるが,遺物包含層は確認出来なかった。崖線先端部の一部(図版第17図上段)を力

ツトして埋れ木層を確認したが遺物包含層は確認されず,この黒色帯は山側へ傾斜して落込ん

でいることが確認された。ある時期に,ある要因で落差が生じて,一時期に表面に露出し九表

士を形成したあとに新期砂丘層の堆積をみたものであろうか。い・ずれにせよ日本海岸砂丘地の

埋れ木層については今後の地質学的な成立要因の研究によらねぱならないであろう。この崖線

下で過去に微量かつ微細片の士師器及び石鉄1点が表面採集されている(第9図浜岸B~C地点)。

図示した石鉄は黄色の鉄石英(蚤讐治)製で基部を欠く。宇佐美氏の採集品である。

以上による見知から本遺跡の中心的部分は県道拡幅工事及び砂採取などにより大きく破壊を

受けており遺跡としても,小規模な遺跡であったと推定される。
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昭和54年1月9日,県教育委員会は東京電力株式会社新潟原子力建設所長に対し,今回の試

掘調査の結果にもとづいて,用地内遺跡名,時代及び内容,遺跡の取扱いについて県教育委員

会の希望措置並びに東京電力における開発工事計画と遺跡との具体的凋整について再度協議願

いたい旨要請し公文通知をした(資料1)。この中で東電に対し開発計画と遺跡の取扱いに対す

る希望の位置付けを明確にすること,取扱い希望に対する理由を明示することを要請した。今

後の遺跡の取扱いの手続については,東京電力の恊議回答をもって国に公文をつけて恊議し,

文化庁長官の回答交をもって正式に回答する旨の返事をした。したがって,遺跡の措置につ

いての最後恊議は未了であるが,今後は女化庁の指導を受け,東京電力・県教育委員会・柏崎

市・刈羽村教育委員会の三者で協議をし対処してゆく子定である。

V 遺跡の取扱いに関する今後の方針について

遺跡種別名称

新潟原子力発電所建設計画区域内に係る遺跡一覧及びその取扱い(資料1)

小丸".1遺跡

2

所在地・番地

柏崎市青Ⅱ」町字小丸山
3-27番地

柏崎市青山町字棚之尻
2-1番地

樹之尻遺跡

3

刈羽郡刈羽村大字刈羽

刈羽大平遺跡

字大平番地

刈羽郡刈羽村大字刈羽
字大平
4409~ 6

番地4407

4452

時代・内容

繩文時代・弥生時代・
奈良平安時代の複合遺

4

跡と考えられる。

浜岸遺跡

(取り扱いの基準)
働完全に現状のまま保存するもの
城館跡・古墳・塚など,地表に遺跡力抗忍められ,
現状保存でなけれぱその存在の意味を喪失するも
の。ボーリソグや試掘調査で地下に住居跡・窯跡な
どの遺機が確認され,その地域できわめて重要な遺
跡と判断され,遺構船よび遺物包含層の保存がきわ
めて良好な状態にあるもの。

但)地下に埋没させて遺物包含層を保存するもの
諸条件で現状保存が困難であり,埋没させても遺
跡の損傷が少なく,実質的に遺跡の価値を失なわず
に保存できるもの。この場合は地形測量をして,遺

柏崎市大字大湊字浜岸
47-1番地

刈羽郡刈羽村大字刈羽
字大平4589番地

所

・サ部は士砂採取,県道小丸山線
駐車場造成により旧状が破壊さ
れている。遺跡の範囲は南北約

繩文時代の後期後半の
時代を中心に,一部平
安時代の遺物が出土し

50仇 X東西50机の約2,500平方
メートルと推定される。

ている。包含層は番神
砂層上の新期砂丘に含
まれる黒色士層と考え
られる。

確認調査の結果,遣物及び包含
層は検出されず,大平遺跡との
連続性もなくまた,独立した遺
跡としては判断し難い。

過去に崖線部斜面より
奈良平安時代の士師器
少量と石鉄1点が採取

見

槌鄭一諦煉f獣瓣雁
力電忍められるが,湧水を中心に
遺物包含層が存在し,遺跡の範

されている。

取扱

囲は東西約100机X南北50机の
約5,000平方メートルと推定さ
れる。

C

跡の範囲を示す標識杭を打ち,埋没させても遺跡の
範囲が明らかになるようにして船く必要がある。堤
没深度は1仇未満とし,遺跡の内容によって埋没の
浅深については十分の配慮が必要である。また,埋
没させた上に建造物をつくることは原則的に認めら
れない。

C)発掘調査をして記録を保存するもの
j邑去に船いて,相当遺跡の破壊が進んで船り,遺
物包含層及び遺構の保存度が極めて低いもので,い
ずれの保存方法によるより亀開発による活用の方が
より効果的であると判断されるもの。現状保存.埋
没保存がともに諸条件により不可能な場合。

遺物包含層及び遺跡の面として
の広がりは確認できず,過去に
砂鉄採取,土取及び県道工事に
より中心部は大きく破壊を受け
ているものと考えられる。

E

C

C



Φ)他に移動して保存するもの
石塔・石碑・石仏などの石造物で,他に移動する
ことが可能なもの。この場合,地中に遺物や遺構が

存在する場合もあるので,移動の段階で十分な調査
をし,正確な記録を作成することが大切である。
四立合い調査で済すもの

事前の確認調査等によって,遺物の包含が極めて
希薄であることが確認されたり,過去において著し

寺村光晴 a973)「柏崎・刈羽地点予定地区内遺跡分布羽査報告」

新潟古砂丘グループ a967)「日本海側の古砂丘について」第四紀研究6-1

新潟県 a97フ)「新潟県地質図説明書」 V新生界・ P138-145

柏崎平野団体研究グループ a965)「柏崎市平野の第四系」 P145-185

新潟大学教育学部高田分校研究紀要第10号

橋本澄夫(1968) r石川県小松市八日市地方遺跡の調査」 r石川考古学会研究会誌」第Ⅱ号

宮本哲郎 a97フ)「金沢市寺中遺跡」金沢市教育委員会・石川考古学研究会

関雅之 a963)「佐渡弥生文化の諸問題」古代学研究33

橋本澄夫 a966)「日本の考古学Ⅲ一弥生時代」-4中部河出書房

中村孝三郎 a957)「三仏牛」小千谷市三仏生清水上遺跡調査報告長岡市立科学愽物館報告

第1冊

上原甲子郎(1969)「山北町上山遺跡調査概要」新潟県教育委員会

上原甲了郎 a963)「幕島遺跡発掘調査報告書」分水町教育委員会

関雅之(1968)「新発田市の先史文化一新発田市板山中野遺跡発掘調査報告書」新発田市

教育委員会

本問信昭 a974)「藤堂遺跡発掘凋査概祁」安田町文化財嗣査級告③安田町教育委員会

く破壊されていることが確認されている場合は,エ
事に際して専門家が現場立会いをし,士層の変化や
遺物・遺構の存否に留意し,臨機応変な記録措置を

とる。しかし,良好な遺物包含層や遺構が確認され
た時には工事を中止して,発掘調査に切りかえるこ
とが必要である。また,工事が遺跡の中心部からは
ずれていたり,遺跡にあたえる影響がきわめて軽微
である場合にも立合い期査が行われることがある。

<参考引用文献>
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図版第2図

小丸山遺跡遠景 （北方より ）

小丸山遺跡遠景 （西方より ）



図版第3図

小丸山逍跡P1及びNo.1 -13グリ ッド付近 （南方より ）

小丸山遺跡No.14-18グリ ッド付近 （東方より）



図版第4図

小丸山遺跡P1土層状態

小丸山遺跡Nol2グリソド土層状態



図版第5図

小丸山遺跡No.14グリッド土層状態

小丸山No.14グリッド土器出土状態



小丸山遺跡No.16グリ ッド

土層状態 （北方より ）

小丸山遺跡Nol5クリ ソド土層状態 （北方より）

図版第6図



図版第7図

巌ノ尻逍跡遠景 （北方より ）

巌ノ尻遺跡No.5地点付近安田層露頭



図版第8図

アース ・オーガー駆動状況



図版第9図

嶽ノ尻逍跡Cトレンチ



図版第10図

刈羽大平遺跡遠景 （北西方より ）

刈羽大平遺跡中心部付近遠景 （西方海岸より）



図版第11図

刈羽大平逍跡中心部付近 （南東方より）

刈羽大平遺跡P1発掘風景



図版第12図

刈羽大平遺跡P1発掘風景

n
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＇ g “ 
刈羽大平逍跡P1発掘状況



図版第13図

刈羽大平逍跡P1土層状態

刈羽大平逍跡P2土層状態



図版第14図

刈羽大平逍跡D地点付近逍物出土状態

刈羽大平逍跡C地点付近土層状態



図版第15図

浜岸逍跡遠景 （西方洵岸より ）

浜岸遺跡遠景 （西方海岸より ）



図版第16図

浜岸逍跡湧水地点

浜岸遺跡紺線部



図版第17図

上浜岸遺跡崖線部土層状態 下 浜岸遺跡No.12グリ ッド遺物出土状態



図版第18図

巴

＾ 小丸山遺跡出土弥生壺形土器 ( ¼)



図版第19図

＇ 
小丸山遺跡 A地点出土土師器 （宇佐美篤美氏所蔵）
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小丸山遺跡 C地 屯出土蠅文土器 ・石鏃 （宇佐美篤美氏所蔵）



図版第20図
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刈羽大平遺跡出土遺物 (10はP2出土， 13・ 14は宇佐美氏所蔵森料）



図版第21図
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